
広 報

2 0 0 9

2
No. 439

平成21年（2009）2月号

祝 成人おめでとう

▲１月12日、千早赤阪村成人式（14ページに関連記事）

主
　
な
　
内
　
容

村の明日を考える ……………………２
議会だより ……………………………３
村・府民税、所得税の申告はお早めに…８
けんこうのページ ……………………12
みんなのひろば ………………………13
村の話題あれこれ ……………………14
お知らせ ………………………………17



2

国
民
の
３
〜
４
人
に
１
人
が
高
血

圧
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
動
脈
硬
化
が
進

み
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

血
圧
は
年
齢
、
季
節
、
体
調
な
ど

で
も
変
動
し
ま
す
。
自
分
の
血
圧
を

正
確
に
知
る
た
め
に
も
、
家
庭
で
の

血
圧
測
定
を
ぜ
ひ
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
家
庭
で
の
血
圧
の
測
り
方
〉

１．

上
腕
に
巻
く
タ
イ
プ
の
血
圧
計

を
使
用
す
る
。

２．

朝
晩
２
回
測
定
。
朝
は
起
床
後

30
分
以
内
、
排
尿
を
す
ま
せ
て

か
ら
。
食
事
前
、
服
薬
前
に
。

夜
は
就
寝
直
前
に
。

３．

測
っ
て
１
回
目
の
値
を
記
録
す

る
。

１
週
間
程
度
測
定
し
、
血
圧
の
上

が
１
３
５
未
満
、
下
も
85
未
満
で
あ

れ
ば
ま
ず
問
題
は
な
い
で
し
ょ
う
。

な
お
糖
尿
病
や
腎
臓
の
病
気
の
あ

る
人
は
、
上
が
１
３
０
未
満
、
下
が

80
未
満
が
目
標
で
す
。
血
圧
の
上
と

下
の
値
の
差
は
あ
ま
り
気
に
し
な
く

て
よ
く
、
あ
く
ま
で
１
３
５
／
85
未

満
が
正
常
血
圧
で
す
。
血
圧
が
基
準

値
を
超
え
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
、
一

度
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

診
療
所
で
は
、
ま
ず
家
庭
で
記
録

さ
れ
た
血
圧
の
値
を
も
と
に
、
生
活

環
境
の
見
直
し
（
適
度
な
運
動
、
減

塩
食
、
ス
ト
レ
ス
の
減
少
）
を
指
導

し
、
そ
れ
で
も
血
圧
が
下
が
ら
な
い

場
合
に
初
め
て
薬
を
お
出
し
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
血
圧
の
薬
は
１
日
１
回
タ

イ
プ
が
主
流
で
、
副
作
用
も
あ
ま
り

な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
よ
く

「
血
圧
の
薬
は
一
生
続
け
な
い
と
い

け
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
が
、
生
活
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て

薬
が
不
要
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

ま
ず
は
家
庭
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
血

圧
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

医
師
　
大
澤
佳
代

『
血
圧
の
話
』

河
内
長
野
市
・
千
早
赤
阪
村
合
併
協
議
会
に

橋
下
知
事
が
出
席
さ
れ
ま
し
た

千
早
赤
阪
村
の

明
日
を
考
え
る
――

平
成
20
年
12
月
26
日
、
第
５
回
合

併
協
議
会
に
橋
下
知
事
が
出
席
さ
れ

合
併
協
議
会
委
員
と
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

橋
下
知
事
は
、「
基
礎
自
治
体
と

し
て
行
財
政
運
営
を
や
っ
て
い
く
た

め
に
は
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

大
阪
府
と
し
て
は
、
財
政
的
に
も
一

定
の
支
援
を
き
ち
ん
と
決
め
て
い
る
。

合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
魅
力

あ
る
新
し
い
市
を
つ
く
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
意
見
交
換
の
内
容
は
、
第

５
回
合
併
協
議
会
の
会
議
録
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
１
月
16
日
、
河
内
長
野

市
役
所
８
階
８
０
２
会
議
室
に
お
い

て
、
第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

議
題
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

¡
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

¡
財
産
、
公
の
施
設
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
窓
口

業
務
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
課

税
・
納
税
関
係
業
務
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
生
涯

学
習
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
文
化

振
興
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
国
際

化
事
業
）
に
つ
い
て

協
議
事
項

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
男
女

共
同
参
画
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い（
人
権
、

平
和
事
業
）
に
つ
い
て

た
だ
し
、
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
継
続
協
議
と
な
り
、
そ
の
後

の
案
件
は
提
案
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
本
紙
と
同
時
に
配

布
し
て
い
る「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

ま
た
は
合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.kaw

achi
nagano.osaka.jp/gappeikyou

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
議
資
料
や
会
議
録
は
、

役
場
（
秘
書
政
策
課
）、
小
吹
台
連

絡
所
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
図
書
室
）

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



全
員
協
議
会
で
は
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
説
明
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
千
早
赤
阪
村
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
募
る
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ブ
ロ
グ
に
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ぶ
ー
ら
い
坊
」
が
登
場
し
ま

し
た
。

▼
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
に
登
録

す
る
村
内
の
展
示
や
催
し
な
ど
に
、

棚
田
や
金
剛
山
、
秋
祭
り
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
全
国
学
力
調
査
結
果
の
公
表
、
教

育
委
員
会
の
評
価
に
つ
い
て

▼
普
通
財
産
処
分
を
含
む
取
り
扱
い

に
つ
い
て

村
の
建
物
や
土
地
な
ど
の
財
産
を

随
意
契
約
に
よ
り
処
分
（
売
却
・
貸

付
な
ど
）
す
る
場
合
の
基
準
を
設
置

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
千
早
赤
阪
村
北
西
部
土
地
利
用
構

想
に
つ
い
て

▼
元
気
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
等

平
成
21
年
４
月
か
ら
第
４
期
と
な

る
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
向
け

本
格
的
な
論
議
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
た
め
、意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

①
介
護
報
酬
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、

介
護
事
業
の
経
営
実
態
調
査
に
基

づ
き
、
適
切
な
引
き
上
げ
を
図
る

こ
と
。

②
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
が
、
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
の
引
き
上
げ

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
国
に
お

い
て
特
段
の
措
置
を
行
う
こ
と
。

③
療
養
病
床
の
削
減
計
画
を
見
直
し
、

認
知
症
対
策
の
拡
充
や
介
護
・
医

療
・
福
祉
施
設
等
の
整
備
・
充
実

を
図
る
こ
と
。

④
介
護
人
材
の
確
保
と
定
着
の
た
め
、

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
や
新
た

な
緊
急
支
援
事
業
を
実
施
し
、
雇

用
管
理
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
。

村
区
長
会
（
会
長
　
倉
畑
小
吹
区

長
）
か
ら
、
議
会
と
懇
談
し
た
い
と

の
要
請
が
あ
り
、
平
成
20
年
11
月
26

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
議
員
全
員
が

出
席
、
合
併
問
題
を
中
心
に
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。
区
長
か
ら
、

①
合
併
を
急
い
で
ほ
し
い

②
合
併
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
て
い
る

の
か

③
急
に
役
場
が
な
い
、
施
設
が
な
い

で
は
住
民
が
困
る
。
区
長
会
で
も

要
望
案
を
つ
く
り
た
い

④
村
の
財
政
状
態
を
議
員
は
ど
う
判

断
し
て
い
る
の
か

な
ど
の
質
問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら
詳
細
な

答
弁
の
ほ
か
、
合
併
の
時
期
は
村
長

が
示
し
て
い
る
平
成
21
年
３
月
31
日

は
無
理
で
は
な
い
か
。
編
入
さ
れ
る

側
の
交
渉
に
は
限
界
を
感
じ
る
。
新

市
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の

所
感
の
ほ
か
、
合
併
に
は
ど
の
程
度

の
条
件
が
必
要
な
の
か
、
区
長
会
で

も
議
論
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

１
時
間
30
分
に
及
ぶ
懇
談
は
、
終

始
な
ご
や
か
で
、
有
意
義
な
意
見
交

換
で
し
た
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
意
見
が

一
致
、
よ
り
よ
い
合
併
の
た
め
区
長

会
と
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り 
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第
87
号

区
長
会
と
懇
談

全
員
協
議
会
報
告

12月定例会のあらまし

平成20年12月の千早赤阪村議会定例会（第４回）

は12月９日に開会し、人事案件や条例改正、補正予

算、意見書など計９議案が提案され、それぞれ可

決・同意し、18日の一般質問をもって閉会しました。

介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
あ

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

平
成
18
・
19
年
度
、
期
限
切
れ
メ

ー
タ
ー
が
９
０
３
台
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
管
理
者
の
処
分
や
再
発
防
止

策
、
危
機
管
理
、
職
員
の
意
識
改
革

の
徹
底
な
ど
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
旧
多
聞
小
学
校
に
つ
い
て

多
聞
小
学
校
の
売
却
に
向
け
た
準

備
を
す
す
め
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

11
月
28
日

12
月
11
日

臨
時
会

11
月
10
日
に
平
成
20
年
第
５

回
臨
時
会
を
開
会
し
、
教
育
委

員
会
委
員
・
公
平
委
員
会
委
員

の
再
任
案
件
や
、
村
道
の
復
旧

工
事
費
な
ど
の
一
般
会
計
補
正

予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
に
つ

い
て

○
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
に

つ
い
て

○
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

同
　
　
意
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）
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い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問 

12
月
定
例
会
で
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し
た

も
の
で
す
。

田
中
議
員

河
内
長
野
市
と
の
合
併
は
で
き
る
の
か

河
内
長
野
市
と
の
合
併
は
で
き
る
の
か

旧
多
聞
小
学
校
の
売
却
は
本
当
か

旧
多
聞
小
学
校
の
売
却
は
本
当
か

村
の
農
業
振
興
を

村
の
農
業
振
興
を

井
上
議
員

平
成
21
年
度
の
予
算
編
成
は

平
成
21
年
度
の
予
算
編
成
は

は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
現
時
点
で

は
、
平
成
21
年
３
月
末
の
合
併
に
つ

い
て
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

村
長
と
し
て
、
合
併
新
法
の
期
限

内
の
平
成
22
年
３
月
31
日
の
で
き
る

限
り
早
い
時
期
の
合
併
を
め
ざ
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
質
問
は
７
人
に
よ
る
与
党

議
員
の
代
表
質
問
と
す
る
。

松
本
村
長
は
平
成
21
年
３
月
末
に

は
是
非
と
も
、
合
併
を
成
就
さ
せ
る

と
約
束
を
さ
れ
た
。
残
り
３
カ
月
と

な
っ
た
が
、
で
き
る
の
か
伺
う
。

私
は
、
終
始
一
貫
し
て
一
刻
も

早
く
合
併
す
る
と
い
い
続
け
て
き
た
。

旧
多
聞
小
学
校
に
引
き
合
い
が

あ
る
の
で
売
却
し
た
い
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
10
月
に
大
阪
市
内
の
大
阪

国
学
院
浪
速
中
学
校
・
高
等
学
校
よ

り
購
入
の
打
診
が
あ
っ
た
。

物
件
は
校
舎
、
体
育
館
、
旧
幼
稚

園
、
運
動
場
の
土
地
、
建
物
で
現
状

の
ま
ま
購
入
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

11
月
に
は
地
元
の
組
長
会
へ
説
明

を
し
た
が
、
反
対
も
な
か
っ
た
。

鑑
定
等
が
済
み
次
第
、
協
議
に
入

り
、
仮
契
約
か
ら
、
議
会
の
議
決
後

に
は
本
契
約
の
運
び
と
な
る
。

国
道
３
０
９
号
の
今
後
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

川
西
大
橋
に
つ
い
て
は
、予
定
通

り
進
め
る
が
、第
２
期
区
間
は
、「
一
時

休
止
す
る
事
業
」と
し
て
最
短
で
も

３
年
は
完
成
が
延
び
る
予
定
で
あ
る
。

国
道
３
０
９
号
の

今
後
の
整
備
計
画
は

国
道
３
０
９
号
の

今
後
の
整
備
計
画
は

村
の
財
政
収
支
見
通
し
は
、
平

成
21
年
度
に
は
基
金
も
底
を
つ
く
。

今
後
、
本
村
で
は
上
下
水
道
、
小
中

学
校
の
耐
震
化
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
課
題
で
あ
る
。
21
年
３
月
の
合
併

が
不
透
明
な
中
、
ど
の
よ
う
な
予
算

編
成
を
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
合
併
協
議
中
で
あ
り
、
協

議
内
容
が
不
透
明
な
た
め
、
一
年
間

の
通
年
予
算
編
成
を「
選
択
と
集
中
」

を
念
頭
に
進
め
て
い
る
。
基
金
も
20

年
度
末
で
は
約
２
億
円
と
見
込
ま
れ

る
中
、
地
方
交
付
税
も
国
の
試
算
で

は
対
前
年
度
３
・
９
％
減
で
、
村
税

も
増
収
は
見
込
ま
れ
ず
、
脆
弱
な
本

村
の
財
政
基
盤
に
は
変
わ
り
は
な
く
、

不
断
に
行
革
に
取
り
組
み
、
効
率
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
。

小
中
学
校
の
耐
震
化
も
含
め
、

次
世
代
を
引
き
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

本
村
の
農
業
は
振
興
地
域
に
指

定
さ
れ
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
。

直
売
所
の
移
転
も
含
め
村
の
方
針

を
伺
う
。

エ
コ
農
産
物
制
度
に
よ
る
安
心

安
全
な
農
作
物
の
生
産
、
消
費
者
と

の
距
離
を
近
づ
け
、
村
の
独
自
性
を

生
か
し
た
農
業
の
振
興
に
努
め
る
。

直
売
所
の
移
転
は
現
在
の
と
こ
ろ

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

村
か
ら
農
業
が
な
く
な
れ
ば

村
と
し
て
の
存
在
感
が
な
く
な
る
。

誇
り
を
持
っ
て
農
業
に
専
念
で
き

る
施
策
を
要
望
す
る
。

第
３
回
合
併
協
議
会
で
、
村
の

非
常
勤
の
嘱
託
職
員
や
非
常
勤
職
員

は
、
合
併
時
に
失
職
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
公
共
的
団
体
で
の
職
員
も
雇

用
継
続
な
ど
明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
を
理
由
に
雇
い
止
め
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
村
の
考
え
は
。

嘱
託
３
名
、非
常
勤
28
名
で
す
。

い
ず
れ
も
１
年
契
約
で
、
必
要
な
時

野
上
議
員

合
併
で
も

非
常
勤
職
員
な
ど
の

雇
用
継
続
を

合
併
で
も

非
常
勤
職
員
な
ど
の

雇
用
継
続
を

村農産物直売所
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浅
野
議
員

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
と

来
期
の
見
通
し
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
と

来
期
の
見
通
し
は

は
再
契
約
で
継
続
雇
用
し
て
い
ま
す
。

新
市
で
必
要
な
業
務
は
引
き
継
が
れ
、

雇
用
は
協
議
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

公
共
的
団
体
は
、
統
合
さ
れ
る
方

向
で
す
。
そ
の
団
体
で
、
雇
用
も
議

論
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
い
止
め
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
厚
労
省
が
防
止
の
通
達

を
出
し
ま
し
た
。
合
併
に
よ
る
失
職

は
、
雇
用
契
約
や
形
態
の
違
い
は
あ

れ
非
正
規
の
職
員
で
す
。
自
治
体
の

雇
い
止
め
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
継
続

雇
用
す
べ
き
で
す
。

府
営
水
道
は
、
平
成
12
年
の

18
・
26
％
値
上
げ
で
（
単
価
88
・
１

円
／
k
）、
翌
年
か
ら
７
年
間
で
合

計
３
１
７
億
円
の
黒
字
で
す
。
村
の

19
年
度
の
決
算
は
、
府
営
水
費
１
３

８
３
万
円
で
、
値
下
げ
は
水
道
事
業

経
営
に
好
影
響
と
な
り
ま
す
。
関
係

市
町
と
協
調
し
、
値
下
げ
要
請
を
す

る
考
え
は
。

府
の
市
町
村
長
会
、
議
長
会
で

も
値
下
げ
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
関
係
市
町
と
も
連
携
し

て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

黒
字
の

府
営
水
料
金

値
下
げ
を

黒
字
の

府
営
水
料
金

値
下
げ
を

平
成
12
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
介
護
保
険
事
業
も
、
３
年
ご
と

に
事
業
計
画
や
介
護
報
酬
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
き
た
。
平
成
18
年
度
に

大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、

①
本
村
で
の
第
３
期
ま
で
の
経
過
と

来
年
４
月
か
ら
の
保
険
料
の
見
直

し
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
な
い
か
。

③
近
隣
市
町
と
の
保
険
料
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
格
差
は
生
じ
な
い
の
か
伺

う
。介

護
保
険
の
給
付
額
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
第
１
期
の
給
付
額
は

８
億
７
５
０
０
万
円
、
第
２
期
は
12

億
５
９
０
０
万
円
、
第
３
期
は
14
億

４
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
、
第
１
期

の
約
１
・
６
倍
と
な
っ
て
い
る
。
来

年
４
月
以
降
の
介
護
保
険
料
は
、
保

険
財
政
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
負
担

割
合
の
変
更
や
介
護
報
酬
の
３
％
増

額
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

勘
案
し
設
定
す
る
。
ま
た
介
護
の
サ

ー
ビ
ス
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
、
保

険
料
は
各
市
町
村
の
実
状
に
応
じ
、

給
付
費
の
見
込
み
を
基
に
設
定
す
る

た
め
異
な
る
。

む
ら
の
ブ
ロ
グ
は
情
報
の
発
信

と
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て
、

職
員
の
手
作
り
に
よ
る
「
ぶ
ー
ら
い

坊
」
も
登
場
さ
せ
、
村
お
こ
し
に
一

役
買
っ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
件
数
と

反
響
は
ど
う
な
の
か
。

ブ
ロ
グ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数

は
、
11
月
中
で
約
１
１
３
０
件
と
推

測
さ
れ
る
。「
ぶ
ー
ら
い
坊
」
は
マ

ス
コ
ミ
各
社
か
ら
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
む
ら
の
ブ
ロ
グ
」
の
反
響
は

「
む
ら
の
ブ
ロ
グ
」
の
反
響
は

関
口
議
員

不
況
下
の
子
育
て
に
支
援
を

不
況
下
の
子
育
て
に
支
援
を

か
つ
て
な
い
不
況
の
も
と
、
今

後
失
業
者
も
増
加
し
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
生
活
苦
が
出
て
い
る
。
経
済
不
況

も
重
な
り
、
子
ど
も
を
育
て
に
く
い

環
境
だ
。
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
村

で
は
何
が
で
き
る
か
工
夫
が
必
要
だ
。

子
育
て
用
具
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス

テ
ム
作
り
に
村
が
援
助
を
。

児
童
手
当
、
医
療
費
助
成
等
行

っ
て
い
る
。
子
育
て
用
具
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
、
衛
生
・
安
全
の
点
検

な
ど
経
費
面
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

村
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
制

度
に
の
っ
て
全
国
で
や
っ
て
い
る
こ

と
。
検
討
も
な
し
で
「
で
き
な
い
」

と
は
残
念
だ
。
情
報
交
換
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

村
が
仲
介
す
る
と
な
る
と
、
責

任
問
題
な
ど
が
あ
り
難
し
い
。

社
協
や
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
協
議
し
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
支

援
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

合
併
協
議
が
進
む
中
で
、
千
早

赤
阪
地
域
が
衰
退
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
心
配
さ
れ
て
い
る
。
村
内
を

循
環
す
る
「
く
す
の
き
号
」
の
復
活

を
求
め
る
。

合
併
に
伴
い
、
交
通
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
は
合
併
協
議
の
中
で
要
望

し
て
い
く
。

「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
合
併
ま
で
に
運
行

さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
新
市
の
判
断

基
準
と
な
る
。

地
域
活
性
化
の
た
め
に

「
く
す
の
き
号
」
の
復
活
を

地
域
活
性
化
の
た
め
に

「
く
す
の
き
号
」
の
復
活
を
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清
井
議
員

危
機
管
理
と職

員
の
意
識
改
革
を

危
機
管
理
と職

員
の
意
識
改
革
を

橋
爪
議
員

小
吹
台
の下

水
道
管
更
正
の
必
要
性
は

小
吹
台
の下

水
道
管
更
正
の
必
要
性
は

決
算
の
誤
り
、
メ
ー
タ
ー
交
換

の
放
置
と
、
水
道
事
業
所
で
不
祥
事

が
相
次
い
で
発
生
し
た
。

村
は
「
こ
の
原
因
は
、
職
員
の
職

務
怠
慢
と
公
務
員
倫
理
・
法
令
順
守

意
識
の
欠
如
に
あ
り
、
今
後
の
対
策

と
し
て
、
危
機
管
理
の
徹
底
と
職
員

の
意
識
改
革
を
図
る
」と
し
て
い
る
。

一
般
的
に
職
務
上
の
事
故
は
、
職

員
に
基
本
ル
ー
ル
を
守
り
、
職
務
を

誠
実
に
履
行
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が

あ
れ
ば
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。

今
後
の
具
体
的
な
対
策
を
聞
く
。

今
回
の
事
例
を
受
け
、
第
三
者

に
よ
る
階
層
別
の
職
員
研
修
を
実
施

し
、
公
務
員
と
し
て
の
倫
理
観
の
確

立
と
、
服
務
に
係
る
指
導
能
力
の
向

上
な
ど
、意
識
改
革
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
各
課
に
お
い
て
も
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
注
）
の
実
施
な
ど
行
い
た
い
。

職
員
の
意
欲
、
や
り
が
い
、
使
命

感
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
努
力
し
た

者
が
報
わ
れ
る
人
事
制
度
の
創
設
も

検
討
し
て
い
く
。

職
員
に
は
、
合
併
を
控
え
て

不
安
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と

思
う
。
今
こ
そ
職
員
の
一
人
ひ
と
り

が
基
本
ル
ー
ル
と
職
務
に
対
す
る
意

欲
を
身
に
付
け
、
意
識
改
革
が
で
き

れ
ば
、
合
併
し
て
も
自
信
を
も
っ
て

堂
々
と
仕
事
が
で
き
る
も
の
と
私
は

信
じ
て
い
る
。

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
是
非
頑
張
っ

て
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。

（
注
）Ｏ
Ｊ
Ｔ
＝on-the-job

training

＝
働

き
な
が
ら
訓
練
す
る
。

小
吹
台
が
開
発
さ
れ
、
下
水
道

管
が
布
設
さ
れ
て
か
ら
35
年
余
り
が

経
過
し
、
耐
用
年
数
も
近
づ
い
て
い

る
。
不
明
水
の
混
入
も
あ
り
、
更
正

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
管
の
破
損

や
接
続
個
所
の
離
脱
も
考
え
ら
れ
、

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

更
正
に
対
す
る
考
え
と
、
既
設
下

水
道
管
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

既
設
管
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
で
施

工
さ
れ
て
お
り
、
耐
用
年
数
は
通
常

50
年
く
ら
い
だ
が
、
使
用
状
況
に
よ

り
年
数
は
変
わ
る
。

既
設
管
は
良
好
に
使
用
さ
れ
て
お

り
、
不
明
水
に
つ
い
て
は
、
大
雨
の

時
に
は
発
生
し
て
い
る
。

更
正
の
必
要
は
あ
る
と
思
う
が
、

当
面
は
現
状
の
ま
ま
管
理
す
る
。

既
設
の
下
水
道
管
は
ヒ
ュ
ー
ム

管
と
の
事
だ
が
、
小
吹
台
は
傾
斜
も

あ
り
、
接
合
部
分
が
離
脱
す
る
可
能

性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

雨
水
の
流
入
は
、
道
路
が
舗
装
さ

れ
て
お
り
影
響
は
少
な
い
と
思
う
。

接
合
部
分
か
ら
の
汚
水
の
流
出
の

方
が
問
題
で
あ
り
、
公
衆
衛
生
上
か

ら
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

更
正
工
事
の
計
画
と
、
国
・
府
の

補
助
の
有
無
に
つ
い
て
伺
う
。

更
正
の
計
画
は
な
い
が
、
不
明

水
の
調
査
は
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

国
・
府
か
ら
の
補
助
は
な
い
。

材
質
・
工
法
等
、
事
前
に
調

査
し
研
究
す
る
事
は
、
経
費
の
節
減

に
も
な
る
。
こ
れ
も
大
切
な
計
画
で

あ
り
、更
正
を
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

平
成
11
年
よ
り
始
ま
っ
た
「
平
成

の
大
合
併
」
で
ず
い
ぶ
ん
と
自
治
体

が
減
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
３
２
２
９
あ
っ
た
市
町

村
は
昨
年
の
４
月
１
日
時
点
で
は
１

７
８
８
で
す
。

町
村
の
減
り
方
は
著
し
く
、
村
に

つ
い
て
は
５
６
８
か
ら
、
３
分
の
１

近
く
の
１
９
３
に
減
少
し
ま
し
た
。

町
村
は
財
政
難
か
ら
合
併
に
踏
み

切
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、「
ふ
る
さ
と
の
村
が

な
く
な
っ
た
」
と
嘆
い
て
お
ら
れ
る

方
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
で
は
、
町
も
減
り

始
め
複
数
の
町
や
村
が
集
ま
り「
市
」

に
な
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

村
の
な
い
県
は
平
成
４
年
ま
で
は

兵
庫
と
香
川
の
２
県
で
し
た
が
、
そ

の
後
は
13
県
に
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
村
が
一
つ
だ
け
の
府
県
も

11
に
な
り
、
ち
な
み
に
村
が
一
番
多

い
の
は
長
野
県
の
37
で
す
。

我
々
の
千
早
赤
阪
村
も
合
併
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
併
す
れ

ば
大
阪
府
も
村
が
消
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
も
う
れ
し
い
こ
と
や
ら
、
悲

し
い
こ
と
や
ら
で
、心
は
複
雑
で
す
。

Ｈ
・
Ｔ
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南
河
内
地
区
小
・
中
学
校
の
支
援

学
級
と
、
大
阪
府
立
富
田
林
・
藤
井

寺
両
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
１

０
０
０
点
を
超
え
る
作
品
を
一
堂
に

集
め
た
「
な
か
よ
し
作
品
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

２
月
18
日（
水
）〜
20
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
〔
20

日（
金
）は
午
後
３
時
〕

場
所

す
ば
る
ホ
ー
ル
　
３
階
展
示

室
（
富
田
林
市
）

主
催

南
河
内
地
区
小
・
中
学
校
養

護
教
育
研
究
会

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

「
こ
の
子
の
笑
顔
を
見
た
い
か
ら

〜
知
っ
て
く
だ
さ
い
里
親
家
庭
〜
」

最
近
、
注
目
さ
れ
て
き
た
里
親
家

庭
。
血
の
つ
な
が
ら
な
い
家
庭
の
カ

タ
チ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
子
ど
も

の
笑
顔
は
み
な
同
じ
で
す
。
だ
ん
だ

ん
家
族
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な

『
里
親
家
庭
』
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
17
日（
火
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
３
階

講
堂

内
容

¡
花
園
大
学
教
授
　
津
崎
哲
郎
先
生

の
講
演

¡
里
親
の
体
験
発
表

費
用

無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
）

保
育

10
人
ま
で
（
要
予
約
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

1
@5
１
１
７
２

社
会
参
加
促
進
活
動
「
ぼ
ー
け
ん

じ
ま
」
で
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る

人
々
の
週
末
の
余
暇
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
熱
い
思
い
を

「
ぼ
ー
け
ん
じ
ま
」
で
活
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

内
容

q
い
っ
し
ょ
に
お
で
か
け

w
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
・

運
営
な
ど

参
加
料

集
合
場
所
か
ら
解
散
場
所

ま
で
の
交
通
費
は
助
成
し

ま
す
。
昼
食
代
は
原
則
自

費
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み

随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
年
齢
や
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

地
域
生
活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

住
所
　
〒
５
８
４
―
０
０
２
５

富
田
林
市
若
松
町
西
１
―
１
８
８

８
―
１
第
２
北
野
ビ
ル
５
階

1
@0
６
５
７
５
　
5
@0
２
７
７
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ai.yam
aoka@

sfj-osaka.net

12
月
19
日
に
役
場
、
く
す
の
き
ホ

ー
ル
、
村
立
郷
土
資
料
館
、
金
剛
山

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
千
早
駅
の
４
箇
所
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。
既
に
設

置
し
て
い
る
箇
所
を
含
め
、
村
内
の

主
な
公
共
施
設
に
は
す
べ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
備
え
付
け
ま
し
た
。
救
命
措
置
が

必
要
な
場
合
は
、
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

昨
年
８
月
か
ら
開
始
し
た
「
千
早

赤
阪
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）」
に
１
月
８
日
現
在

で
18
件
、
総
額
60
万
５
千
円
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

な
か
よ
し
作
品
展

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

里
親
を
考
え
る
つ
ど
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

い
っ
し
ょ
に

あ
そ
び
ま
せ
ん
か
？

総
額
60
万
５
千
円
の

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
！

南河内農と緑の総合事務所では、ぶどう栽培の支援に参加いた
だける府民を対象に「平成21年南河内ぶどう塾」を太子町で開催
します。皆さんの参加をお待ちしています。
開催日 ２月19日（木）～９月３日（木）の15日間
※原則として木曜日実施（ポイント研修）または随時補講あり
（一般研修）
場所 太子町内ぶどう塾研修園ほか
※園地は近鉄南大阪線「上ノ太子駅」から約４d。バスはありま
せん。
受講資格
ぶどう栽培基礎技術の習得を希望し、研修終了後、南河内地

域のぶどう農家の栽培作業の支援ができる人
定員 40人（応募者多数の場合は抽選）
費用 無料（ただし、交通費、保険料、教材費などの実費は参加

者負担）
応募方法
往復はがきにq住所、w氏名、e年齢、r電話（ＦＡＸ）番号、

t職業、y農業経験、u農業に関して思うことを記入し郵送し
てください。
応募期間 ２月２日（月）～２月10日（火）（必着）
〈応募先・問い合わせ〉
〒584－0031 富田林市寿町２－６－１
大阪府南河内農と緑の総合事務所　農の普及課ぶどう塾担当
1@51131（内線268）

村では、障がい福祉サービスなどの提供に関する具体
的な体制づくりや同サービスなどを確保するため、「障
がい福祉計画（第２期）」の策定に向け、計画策定委員
会を設置し協議しています。
本計画（素案）について広く住民の皆さんからご意見
をいただきたく、次の要領でご意見募集を行います。
今後、皆さんからいただいた意見を参考に、最終的な
計画を策定する予定です。
ご意見は専用用紙に記入し、「持参」「郵便」「ファッ

クス」のいずれかの方法で健康福祉課福祉係へ提出して
ください。また、いただいたご意見に対する個別の回答
は予定しておりませんので、あらかじめご了承ください。
直接持参の場合 保健センター１階
郵送の場合 〒585－8501 千早赤阪村大字水分180番地
ファックスの場合 1&02021

募集期間 ２月５日（木）～17日（火）
※郵送の場合は、当日消印有効

計画（素案）と専用用紙を置いている場所
保健センター１階、役場１階、小吹台連絡所、いきい
きサロン（やまゆり・くすのき）、くすのきホール
〈問い合わせ〉健康福祉課

「障がい福祉計画（第2期）」（素案）に
関する意見募集

南河内ぶどう塾
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１．

村
・
府
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早

赤
阪
村
に
居
住
し
、
２
に
記
載
の
申

告
を
し
な
く
て
よ
い
人
以
外
で
、
昨

年
１
年
間
（
平
成
20
年
１
月
か
ら
12

月
）
に
収
入
の
あ
っ
た
人
。

申
告
書
は
、
公
営
住
宅
の
申
し
込

み
、
就
園
奨
励
費
の
補
助
、
各
種
融

資
の
所
得
証
明
、
私
立
高
校
の
授
業

料
の
軽
減
申
請
、
国
民
健
康
保
険
料

の
算
定
、
そ
の
他
各
種
証
明
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

昨
年
中
に
所
得
の
な
い
人（
学
生
、

病
気
、
家
事
手
伝
い
な
ど
）
や
非
課

税
所
得
（
雇
用
保
険
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
）
の
み
の
人
も
、
申

告
が
な
い
と
非
課
税
証
明
書
な
ど
の

発
行
が
で
き
な
い
た
め
、
証
明
書
を

必
要
と
す
る
融
資
や
補
助
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申

告
書
裏
面
の
無
収
入
欄
へ
記
入
の
う

え
、押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２．

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

¡
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
収
入

が
な
く
、
勤
務
先
か
ら
村
役
場
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人

¡
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人
（
納
税
相
談
の
結
果
、
確
定

申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
は
、

村
・
府
民
税
の
申
告
の
み
必
要
）

３．

申
告
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑
、
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、

源
泉
徴
収
票
（
平
成
20
年
分
）

¡
営
業
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は

収
入
の
明
細
な
ど
所
得
の
分
か
る

も
の

¡
生
命
保
険
料
、
地
震(

長
期
損
害)

保
険
料
の
支
払
い
の
あ
る
人
は
そ

の
証
明
書

◎
村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
２
月
上

旬
に
税
務
課
よ
り
郵
送
し
ま
す
が
、

昨
年
度
の
実
績
で
抽
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
る

の
に
申
告
書
が
送
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
申
告
を
す
る
必
要

の
あ
る
人
は
、
役
場
税
務
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
お
む
ね
次
の
q
w
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人
に
は
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
せ
ん
。

q
昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

人
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
人

w
昨
年
度
、
確
定
申
告
し
た
人

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
３
月
16
日
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し

早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
郵
便
な
ど

に
よ
る
送
付
が
便
利
で
す
。

確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
人

は
、
申
告
書
控
え
の
ほ
か
返
信
用
封

筒
（
宛
名
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
付
）

を
同
封
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
返
送
し

ま
す
。

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
中
途
退
職
な
ど
で
還
付
申

告
を
さ
れ
る
人
の
申
告
書
の
受
付
お

よ
び
記
載
指
導
は
２
月
13
日
以
前
で

も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
２
月
16
日（
月
）か
ら
３
月
16
日

（
月
）ま
で
は
、
確
定
申
告
の
受
付
・

預
か
り
を
役
場
税
務
課
で
も
行
い
ま

す
。（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
・
譲
渡
所
得
・
山

林
所
得
・
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控

除
に
つ
い
て
は
、
直
接
税
務
署
（
す

ば
る
ホ
ー
ル
会
場
他
）
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
富
田
林
税
務
署
（
す
ば
る

ホ
ー
ル
会
場
）
で
は
、
申
告
期
間
中

の
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
以
外
で
も

２
月
22
日
・
３
月
１
日
に
限
り
、
日

曜
日
も
確
定
申
告
の
相
談
・
受
付
を

行
い
ま
す
。

こ
の
２
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
自
書
申
告
に
つ
い
て

税
務
署
で
は
、「
確
定
申
告
の
手
引

き
」や
前
年
の
控
え
な
ど
を
参
考
に
、

自
分
で
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る

「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
税
務
署
の
確
定
申
告

会
場
（
す
ば
る
ホ
ー
ル
会
場
他
）
で

は
、
申
告
書
の
作
成
に
当
た
り
、
分

か
ら
な
い
点
な
ど
に
つ
い
て
の
み
職

員
が
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
基

づ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
、

来
場
の
際
に
は
、
ま
ず
「
確
定
申
告

の
手
引
き
」
を
一
読
す
る
な
ど
し
、

可
能
な
範
囲
の
申
告
書
な
ど
の
記
載

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

q
ア
ド
レ
ス【http://w

w
w
.nta.go.jp

】

村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
（
2
月
16
日
〜
3
月
16
日
）

月　　日 時　　間 場　　　所

申告受付期間 ２月16日（月）～ 午前９時～午後５時30分 役場税務課
３月16日（月）

２月17日（火） 午後１時30分～３時 千早老人憩いの家

２月18日（水） 午前10時～午後３時 千早赤阪村コミュニティホール

出張申告受付日
（小吹台）

２月19日（木） 午前10時～午後３時 千早赤阪村コミュニティホール
（小吹台）

２月20日（金） 午前10時～午後３時 大阪南農協旧千早支店

申告受付日程
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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を
直
接
入
力
す
る
か
、
検
索
サ
イ

ト
で
「
国
税
」
と
検
索
し
、
検
索

結
果
か
ら
「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

w
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

ク
リ
ッ
ク
。
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

▼
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
を

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
所
得

税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

や
納
税
が
で
き
ま
す
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
開
始
届
出
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
提
出
で
き
る
ほ
か
、
書
面
に

よ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
開
始
届
出

書
は
、
税
務
署
の
窓
口
ま
た
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
税
務
手
続
の
案
内

で
入
手
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
個
人
の
人
は
、

q
電
子
申
告
に
よ
り
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
際
、
本
人
の

電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書
を

併
せ
て
送
信
し
た
場
合
に
、
所
得

税
か
ら
５，

０
０
０
円
（
そ
の
年

分
の
所
得
税
額
を
限
度
）
を
控
除

（
平
成
19
年
分
ま
た
は
平
成
20
年

分
の
い
ず
れ
か
１
回
）で
き
ま
す
。

w
平
成
20
年
分
以
後
の
所
得
税
の
電

子
申
告
に
お
い
て
は
、
医
療
費
の

領
収
書
や
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
の
一
定
の
第
三
者
作
成
書

類
の
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

【http://w
w
w
.e

―tax.nta.go.jp

】
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス【http://w

w
w
.

enta.go.jp

】

▼
贈
与
税
申
告
書
の
事
前
送
付
の

取
り
や
め
に
つ
い
て

「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
に
加

え
て
、
平
成
18
年
分
か
ら
贈
与
税
の

申
告
書
の
作
成
を
可
能
と
し
て
お
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、「
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
利
用
を
促
進
し
、

事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く

観
点
か
ら
、
平
成
20
年
以
後
贈
与
税

の
申
告
書
用
紙
の
事
前
送
付
を
取
り

や
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
上
場
株
式
な
ど
を
売
却
さ
れ
た
人
へ

上
場
株
式
を
売
却
さ
れ
た
人
の
確

定
申
告
は
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」
や
「
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
利
用
す
る
と

大
変
便
利
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
収

入
金
額
な
ど
の
必
要
な
項
目
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
簡
単
に
申
告
書

や
計
算
明
細
書
な
ど
が
作
成
で
き
、

そ
れ
ら
を
郵
便
ま
た
は「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」

に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
税
務
署

に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
納
税
は
、
安
全
･
便
利
な
口
座
振
替
で
！

還
付
金
の
受
取
り
は
、
便
利
な
口
座
振
込
で
！

○
口
座
振
替
は
、
つ
い
う
っ
か
り
納

期
限
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
、
安

全
・
便
利
な
納
税
方
法
で
す
。
納

期
限
に
遅
れ
て
納
税
し
た
と
き
は
、

延
滞
税
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、「
申
告
所
得
税
」

や「
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
」

の
納
税
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、「
納
付
書
送
付
依

頼
書
・
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
な
ど

の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
届
出
印

を
押
印
の
う
え
、
税
務
署
ま
た
は

預
貯
金
ご
利
用
の
金
融
機
関
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
込
は
、
指
定
の
あ
っ
た
預

貯
金
口
座
に
直
接
還
付
金
を
振
り

込
み
す
る
方
法
で
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
還
付
申
告
書
の
「
還

付
さ
れ
る
税
金
の
受
取
場
所
」
欄

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

申
告
者
の
名
義
で
な
い
と
振
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署

申
告
・
申
請
個
人
課
税
部
門

口
座
振
替
・
口
座
振
込
管
理
部
門

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
受
給
者
の
た
め
の

還
付
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ

次
の
通
り
、
確
定
申
告
期
間
前
に

年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者
の
医
療

費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

お
よ
び
中
途
退
職
者
に
係
る
還
付
申

告
会
場
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
場
の

お
知
ら
せ

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

（注）ｅ－Ｔａｘをご利用の際には、
事前に電子証明書の取得が必要と
なります。ｅ－Ｔａｘで利用可能な電
子証明書については、ｅ－Ｔａｘホー
ムページをご覧ください。また、
電子証明書かＩＣカードで発行さ
れる場合は、ＩＣカードリーダラ
イタが必要となります｡
なお、電子証明書の具体的な取

得方法および費用については、各
電子証明の発行機関へお聞きくだ
さい。

開設日 会場（所在地）

２月３日（火）～12日（木） 河内長野市役所　８階802会議室
（河内長野市原町１－１－１）

１月28日（水）～14日（木） 藤井寺市市民総合会館　別館中ホール
30日（水）～２月３日（火） （藤井寺市北岡１－２－８）

２月５日（木）～12日（木） 大阪狭山市役所　３階第１・２会議室
（大阪狭山市狭山１－2384－１）

※上記会場は、近畿税理士会富田林支部のご協力をいただいて開催します。

サラリーマンや年金受給者のための還付申告会場

税理士による地区相談会場
開設日 会場（所在地）

２月16日（月）～18日（水） 河内長野商工会館
２月23日（月）～25日（水） （河内長野市昭栄町７－３）
２月17日（火）～20日（金） 藤井寺市市民総合会館　別館中ホール
２月23日（月）～25日（水） （藤井寺市北岡１－２－８）
２月17日（火）・19日（木） 大阪狭山商工会館
２月24日（火）・26日（木） （大阪狭山市今熊１－540－３）
３月３日（火）～26日（木）
２月16日（月）・20日（金） 堺市美原商工会館
２月25日（水）～26日（木） （堺市美原区北余部661－４）
３月２日（火）～３日（火）

還
付
申
告
の
人
は
・
・
・
・

時
間

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
。（
土
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

¡各会場の受付は、混雑状況などにより早めに締め切る場合があります。
¡相続税、贈与税、土地・建物・株式などの譲渡所得などの相談は行っ
ていません。確定申告期間中に「すばるホール」へお越しください。

¡駐車場に限りがあります。電車・バスなどの公共機関をご利用ください。
¡問い合わせは、富田林税務署（1@43281）。アナウンスに従い電話機
を操作してください。

納税者の依頼によ
る税務代理、税務相
談、税務書類の作成
は、税理士の資格の
ない人が行ってはな
らないことになって
います。
確定申告の時期に

は、税金の申告手続
きなどを税理士に依
頼される機会が多い
ことに便乗して、税
理士資格のない者が
申告書の作成などを
行うことがあります。
このような「にせ

税理士」は、税理士
法に違反するだけで
なく、依頼した納税
者にも迷惑をかける
結果になることがあ
りますので、十分ご
注意ください。

にせ税理士にせ税理士に 
ご注意ご注意を 
にせ税理士にせ税理士に 
ご注意ご注意を 
にせ税理士に 
ご注意を 
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大
阪
府
で
は
、
昭
和
60
年
か
ら

「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調

査
等
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
を

施
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

府
民
や
興
信
所
・
探
偵
社
業
者
が
、

結
婚
差
別
や
就
職
差
別
な
ど
、
部
落

差
別
に
つ
な
が
る
調
査
・
報
告
な
ど

を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
内

容
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
み
ん
な
の
力
で
、
部
落

差
別
調
査
を
な
く
し
て
、
差
別
の
な

い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
政
策
企
画
部
人
権
室

1
06（
６
９
４
４
）６
６
１
７

村
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
お
け

る
氏
名
の
ふ
り
が
な
の
照
合
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
初
旬
に
各
世
帯
へ
照
会
文
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ふ
り
が
な
に

ま
ち
が
い
が
あ
る
場
合
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
に
よ
り
２
月
末
ま
で
に
ご

回
答
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に

は
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
総
額１，

７
０
５，

１
１
５
円

（
内
訳
）

●
戸
別
募
金１，

６
７
４，

２
０
９
円

●
団
体
募
金

大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

１
０，

０
０
０
円

富
田
林
医
師
会

２
０，

０
０
０
円

●
募
金
箱
　
　
　
　
　
　
９
０
６
円

こ
の
募
金
を
次
の
と
お
り
配
分
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
総
額１，

７
０
５，

１
１
５
円

（
内
訳
）

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

１
５
０，

０
０
０
円

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０，

０
０
０
円

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

１
０
０，

０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

５
０，

０
０
０
円

母
子
福
祉
協
議
会

３
０，

０
０
０
円

遺
族
会

３
０，

０
０
０
円

地
区
福
祉
委
員
会４

５
０，

０
０
０
円

世
代
間
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
の
地
域

福
祉
活
動
強
化
事
業
費

７
９
５，

１
１
５
円

寄
　
附

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

○
Ｊ
Ａ
大
阪
南
農
協

千
早
赤
阪
支
部
女
性
会

３
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

○
水
谷
　
満
治
（
千
早
７
２
２
）

５
０，

０
０
０
円

父
安
五
郎
百
寿
の
内
祝
と
し
て

○
谷
　
　
準
二
（
東
阪
１
６
３
―
１
）

１
５
０，

０
０
０
円

亡
母
ア
サ
ヱ
の
供
養
と
し
て

○
北
野
恒
一
郎
（
川
野
辺
１
８
１
の
甲
）

２
０
０，

０
０
０
円

亡
父
恒
治
の
供
養
と
し
て

○
東
條
　
　
隆
（
森
屋
５
５
６
―
５
）

１
０，

０
０
０
円

亡
父
楠
松
の
供
養
と
し
て

○
匿
　
　
　
名
　
一
件

１
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

み
ん
な
の
力
で
差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
を

氏
名
の
ふ
り
が
な
照
合
を

行
い
ま
す 私た

ちみんなの力で

なくそう部落差別調査 
 

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

２
月
14
日（
土
）〜
20
日（
金
）

の
１
週
間
、
子
供
た
ち
が
い
き

い
き
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
遊

べ
る
大
和
川
を
と
り
戻
す
た
め

に
、
家
庭
か
ら
汚
れ
た
生
活
排

水
を
少
な
く
す
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
和
川
の
汚
れ
の
原
因
の

80
％
以
上
は
、
台
所
お
風
呂
、

洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水
で
す
。

各
家
庭
で
汚
れ
た
生
活
排
水

を
少
し
ず
つ
減
ら
す
こ
と
で
大

和
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

水
の
汚
れ
を
減
ら
す
取
組
事
例

﹇
残
さ
な
い
﹈
食
事
は
食
べ
る

分
量
だ
け
作
り
、
残
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
ふ
き
取
る
﹈
食
器
や
フ
ラ
イ

パ
ン
な
ど
の
汚
れ
は
布
や
紙
で

拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ

う
。

﹇
流
さ
な
い
﹈
油
や
食
べ
残
し

や
残
り
く
ず
は
直
接
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に

家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

大
和
川
河
川
事
務
所

1
０
７
２（
９
７
１
）１
３
８
１

大
和
川
で
「
生
活
排
水
対
策

社
会
実
験
」
を
行
い
ま
す

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
で
は
、

平
成
21
・
22
・
23
年
度
の
、
建

設
工
事
や
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務
へ
の
入

札
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

受
付
期
間

２
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

消
印
有
効

申
請
書
提
出
方
法

申
請
書
提
出
要
領
に
基
づ
き

作
成
し
、
郵
送
の
み
で
受
付
し

ま
す
。

提
出
要
領
配
付

１
月
19
日（
月
）〜
２
月
20
日

（
金
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
）

配
付
場
所

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
第
１

清
掃
工
場
（
富
田
林
市
甘
南
備

２
３
４
５
番
地
）
な
お
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（m

inam
ikaw
ati-

seisousisetu.or.jp

）
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

登
録
有
効
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で（
３
年
間
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

〒
５
８
４
―
０
０
５
４

富
田
林
市
甘
南
備
２
３
４
５

番
地

南
清
掃
施
設
組
合
総
務
室

1
#3
６
５
８
４

南
河
内
清
掃
施
設
組
合

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
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高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
悪
質
業
者
は
、
訪

問
販
売
や
Ｓ
Ｆ
商
法
に
よ
り
、
住
ま
い
、
健
康
、
お
金
に
関
す
る
不
安

感
や
一
人
暮
ら
し
に
よ
る
孤
独
感
な
ど
に
つ
け
込
み
、
親
切
に
対
応
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
者
を
安
心
さ
せ
る
な
ど
、
手
口
は
巧
妙
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
判
断
力
の
低
下
に
乗
じ
て
次
々
と
高
額
な
契
約
を

さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

訪
問
販
売
に
よ
る
事
例

○
近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
と
い
う
業
者
が
、
あ
い
さ
つ
に
来
た
つ
い

で
に
雨
ど
い
の
清
掃
を
し
て
く
れ
た
。
屋
根
の
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
か
な
り
傷
ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
雨
漏
り
が
す
る
」
と
言
わ

れ
、
屋
根
工
事
の
契
約
を
し
た
。
工
事
後
、「
屋
根
裏
も
傷
ん
で
い

る
、
床
下
が
腐
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
次
々
と
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

○
一
人
暮
ら
し
で
判
断
力
が
低
下
し
た
80
歳
代
の
父
が
約
３
年
間
で
訪

問
販
売
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
契
約
を
次
々
と
さ
せ
ら
れ
、
総

額
１
千
万
円
を
現
金
で
支
払
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
解
　
説
）

悪
質
な
訪
問
販
売
の
手
口
の
ひ
と
つ
に
、点
検
商
法
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
に
無
料
で
点
検
す
る
と
言
っ
て
近
づ
き
、
不
安
を
あ
お
る
よ

う
な
結
果
を
伝
え
て
、
高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
な
ど
を
さ
せ
る
手

口
で
す
。
判
断
力
が
低
下
し
た
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
、
次
々
と
契
約
を
さ
せ
て
預
貯
金
が
な
く
な
る
ま
で
現
金
で

支
払
わ
せ
る
悪
質
業
者
も
い
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
商
法
の
事
例

○
日
用
品
を
安
価
で
販
売
す
る
会
場
に
夫
と
出
か
け
た
。
健
康
に
関
す

る
話
を
面
白
お
か
し
く
聞
か
せ
て
く
れ
、「
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す

る
の
で
ど
ん
な
病
気
に
で
も
効
く
」
と
い
う
健
康
食
品
の
ま
と
め
買

い
を
勧
め
ら
れ
契
約
し
た
。

（
解
　
説
）

路
上
で
声
を
か
け
た
り
、
安
価
で
商
品
を
販
売
す
る
広
告
で
、
公

民
館
や
空
き
店
舗
な
ど
を
使
っ
た
仮
設
の
会
場
に
高
齢
者
を
集
め
、

健
康
の
話
を
し
た
り
、
無
料
ま
た
は
無
料
同
然
で
日
用
品
な
ど
を
配

っ
て
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
高
額
な
健
康
食
品
や
布
団
な
ど

を
販
売
す
る
手
口
を
Ｓ
Ｆ
商
法
と
い
い
ま
す
。

楽
し
い
雰
囲
気
が
気
に
入
り
、
次
回
か
ら
自
ら
会
場
へ
出
向
く
高

齢
者
も
い
ま
す
。
健
康
食
品
が
病
気
に
効
く
な
ど
（
薬
事
法
違
反
）

の
説
明
を
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

Ｓ
Ｆ
商
法
は
、
陳
列
さ
れ
た
商
品
を
自
由
に
選
べ
る
通
常
の
店
舗
販

売
と
は
異
な
り
、
営
業
所
外
の
販
売
で
あ
る
こ
と
、
商
品
の
販
売
を
隠

し
て
誘
う
な
ど
か
ら
、
訪
問
販
売
の
適
用
を
受
け
ま
す
。「
必
要
の
な

い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
後
悔
し
た
ら
、
契
約
日
よ
り
８
日
以

内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。
早
め
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06（
６
９
４
５
）０
９
９
９

高
齢
者
の
相
談
事
例
と
そ
の
対
処
法

◆
一
般
書

彼
岸
花
　
　（
宇
江
佐
真
理
）

ど
こ
か
ら
行
っ
て
も
遠
い
町

（
川
上
弘
美
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
身
代
金（奥

田
英
朗
）

花
筏
　
　
　
　
　
　
　
　（
鳥
越
碧
）

武
士
の
尾
　
　
　
　
　（
森
村
誠
一
）

銀
の
み
ち
一
条
（
上
・
下
）

（
玉
岡
か
お
る
）

サ
ン
タ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス（
重
松
清
）

三
国
志
・
赤
壁
の
戦
い（
童
門
冬
二
）

森
に
眠
る
魚
　
　
　
　（
角
田
光
代
）

あ
し
た
吹
く
風
　（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

逆
転
の
ペ
ス
カ
ト
ー
レ
　（
仙
川
環
）

観
月
観
世
　
　
　
　
　（
曽
野
綾
子
）

◆
児
童
書

ヤ
カ
ン
の
お
か
ん
と
フ
ト
ン
の
お
と
ん

（
赤
川
明
）

ま
じ
ょ
子
と
ピ
ン
ク
お
ば
け
ひ
め

（
藤
真
知
子
）

◆
お
知
ら
せ

【
蔵
書
点
検
】

２
月
15
日
〜
28
日
ま
で
蔵
書
点
検

の
た
め
休
室
し
ま
す
。

期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

蔵
書
点
検
中
、
２
〜
３
時
間
程
度

都
合
の
つ
く
日
に
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
は
、
書
架
か
ら
の
本
の

出
し
入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
処
理

で
す
。

（
連
絡
先
）

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

【
お
は
な
し
会
】

日
時

２
月
４
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

【
人
形
劇
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ゆ
め
ふ
う
せ
ん
」

日
時

２
月
26
日（
木
）

午
前
10
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

俳

句

コ

ー

ナ

ー

鰭

酒

や

海

底

の

ご

と

鰭

の

影

問

診

の

二

言

三

言

冬

ぬ

く

し

む

枝

に

爪

余

し

を

り

寒

鴉

松
の
根
へ
箒
あ
つ
め
て
冬
う
ら
ら

着
ぶ
く
れ
て
白
寿
の
叔
母
を
見
舞
ひ
け
り

湯
上
が
り
の
足
を
重
ね
て
冬
に
入
る

冬
薔
薇
触
れ
た
る
風
の
明
り
か
な

阿
　
戸
　
敏
　
明

道
　
堀
　
み
さ
江

北
　
浦
　
賀
代
子

下
　
門
　
信
　
子

奥
　
野
　
千
　
秋

貝
　
長
　
　
　
徹

向
　
　
　
栄
美
子

就職について悩みや疑問がある若者や、子どもの就職に悩んでいる親、保
護者を対象に就職相談会を開催します。専門のキャリアカウンセラー、就職
支援コーディネーターが相談に応じます。相談内容などの秘密は厳守します。
日時 ２月26日（木）午前10時～午後４時
場所 ノバティホール３階多目的ホール（ノバティながの南館）
内容 約50分の個別相談
定員 20組
費用 無料
受付 2月９日（月）から電話で富田林市商工観光課まで申し込みください

（先着順）
※空きがあれば当日参加できます。

〈問い合わせ〉
〈¡富田林市商工観光課　
〈 1@51000（内線481）
〈¡7大阪労働協会ジョブカフェ事業部　
〈 106（4794）7355

JOBカフェOSAKA in 南河内

就職相談会
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

な か よ し 広 場 ２月３日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

（親と子の交流会） ２月18日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
３月３日（火） 保護者

あかちゃん広場 午前10時 ０～１歳頃まで
（交流会･遊び･相談）

２月18日（水）
～11時30分 の乳幼児

離 乳 食 講 習 会 午前10時 １歳頃までの乳
（あかちゃん広場に併設）

２月18日（水）
～11時45分 幼児の家族

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 ２月27日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ２月24日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

保
健
セ
ン
タ
ー

1
&2
０
０
６
９

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
第１・３ 午後１時

エイズ・梅毒
水曜日 ～２時

クラミジア

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

午後
療　育　相　談 ２月20日（金）１時30分～

３時

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

予約制

］［

（月曜日が祝日
のときは翌日）

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

健康診査＆相談など

ジフテリア・破傷風二種混合予防接種

テ　ー　マ 月日

２月20日
（金）

３月13日
（金）

午前
９時30分
～正午

午前
９時30分
～正午

時　間

管理栄養士と考えよう！
「血圧が気になる

あなたの健康づくり」
～食事と血圧の関係～

運動を体験しよう！
「初心者でも楽しく身体を動かそう」

～室内で出来る運動～

管理栄養士と考えよう！
「脂肪が気になる

あなたの健康づくり」
～脂肪を貯めない食生活～

運動を体験しよう！
「気持ちよく身体を動かすコツ」

～ウォーキングの基本など～

場所 保健センター
対象者 村内在住の40歳～おおむね65歳の人
定員 各15人（テーマ毎に初回の人優先、先着順）
参加費 各回300円

（そろスタ☆参加２回目以降の場合150円）
申し込み期間 ２月２日（月）～

（定員になり次第締め切ります）
※テーマや内容が変更になる場合がありますので了承くだ
さい。
※参加決定者には詳しい案内を送付します。
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

麻しん風しん（ＭＲ）第２・３・４期予防接種の今年度
の対象者が無料で接種できる期間は３月31日までです。現
在中学１年生・高校３年生（相当）の人が４月１日以降に
接種しても無料にはなりません。
なお、３期・４期の接種は、旧制度で麻しん風しんを１
回ずつ接種した人に対して２回目の接種機会を確保するも
のであり、１人あたりの接種回数が計４回になるというも
のではありません。

※第１期の対象者および期間は１歳以上２歳未満です。
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

予防接種のお忘れはありませんか

「最近おへそ周りが気になる」「運動不足だな」「食事の
工夫ってどうしたらいいのかしら」…という人に、楽しく
調理や運動をしながら学べる教室を開催します。健康づく
りや生活習慣病予防を、そろそろスタートした方がいいあ
なた！男女を問わず、お気軽に参加ください。

平成20年度の対象者

第２期 平成14年４月２日～平成15年４月１日生

第３期
（中学１年生相当）

平成７年４月２日～平成８年４月１日生

第４期
（高校３年生相当）

平成２年４月２日～平成３年４月１日生

ジフテリア・破傷風（ＤＴ）二種混合（第２期）の予防
接種は、医療機関での個別接種（無料）です。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

予防接種 対象者および期間

ＤＴ第２期 11歳以上13歳未満
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225

千早 仲 村　 舞 さん
＜20歳　てんびん座＞

Nakamura Mai

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

近況は・・・

あと少しの短大生活を楽しんでいます。

趣味は・・・

友達と買い物に行くことです。

夢は・・・

小さい頃から夢だった幼稚園の先生です。

４月から、がんばります。

最近、楽しいと思ったことは・・・

毎日が楽しいです。特にＵＳＪにいった事や

クリスマスが楽しかったです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

星がきれいな所が好きです。

来月号は・・・

中学校の同級生の早川勝大くんです。

早川くんへメッセージを・・・

元気にしてる？たまには、連絡してね。

３歳の時、生活
発表会の写真で
す。手作りの衣
装です。

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

森屋　たにぐち　せおん くん
（ 谷　口　　　世　穏　）

平成20年２月17日生まれ
心大きく穏やかに元気に育ってね。

父・裕司さん、母・まき子さん

小吹台　まじま　かいり くんあああ
（ 間　嶋　　　海　琳　）

平成20年５月30日生まれ

小小吹 まじま　ひなた さんあああ
（ 間　嶋　　　ひなた　）

平成16年３月31日生まれ

小吹 まじま　こういち くん
（ 間　嶋　　　晃　一　）

平成13年３月５日生まれ
３人仲良く、健康に育ってね。

父・秀治さん、母・佳代子さん
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

20歳の門出を祝う
●成人式●

１月12日、くすのきホールで成人式が開催されました。
今年、新成人となったのは、昭和63年４月２日から平成元年４月１

日までに生まれた若者たち。男子25人、女子38人は、式典を通じて大
人への仲間入りを再認識していました。また式典終了後には、アトラ
クションとしてシープスジュニア合唱団による「つかのまの春」「学
校坂道」「パームパーム」が合唱され、新成人たちの20歳の門出を祝
福しました。

「スイセン」が見ごろ
6千早赤阪楠公史跡保存会が、奉建塔周辺（二河原辺地区）の景観向上のために、平成11年に植えた約５万株の

スイセンが咲き、散歩する人を楽しませています。

誓いのことばs

▲お礼のことば

s
シ
ー
プ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

s
こ
ご
せ
幼
稚
園
児
た
ち
t
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がんばりました

11月24日にチーム村（男子バレーボール連盟）
が2008府民バレーボール中央大会で悲願の優
勝を飾りました。
１回戦、池田市に２対１
２回戦、箕面市に２対１
決勝戦では、大東市にストレート勝ちし見

事優勝しました。また、女子も３位入賞を果
たしました。

●府民バレーボール大会優勝●●空手道クラブ 大健闘●

商売繁盛祈願

１月10日、商売繁盛の神様「えべっさん」で親しまれて
いる水分にある出合戎（藤野森神社）では、「十日戎」で賑
わいました。
また、液晶テレビやゲーム機などが当たる福引きもあり、

人気を集めていました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ

●水分の出合戎●

11月30日、大阪府立体育館に於いて第53回小野派系東流空手
道選手権大会が行われました。総勢380人参加のうち千早赤阪
空手道倶楽部から精鋭６人が参加しました。
主な成績は次のとおりです。
一般組手の部　　　　　　　

優　勝 石橋　開仁　　　　
準優勝 山本　庄吾　　　　

中学生男子組手の部

優　勝 辻　　良樹
敢闘賞 矢倉　宏樹

一般形の部

準優勝 石橋　開仁
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名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

第
３
期
分
の
納
期
限
は
10
月
31
日（
金
）で
す
。
〜
納
税
は
お
早
め
に
〜
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

村
・
府
民
税

トレーニング講習会

テニス初・中級者講習会

「特別慰労品」贈呈の
受付が終了します

出産育児一時金が引き
上げられました

公的年金からの特別徴収
（天引き）が始まります

¡医療証
〈問い合わせ〉保険課

合わせてください。
なお、３月末までに手続きが完了し

た人は６月分の特別徴収を中止します。
※保険料を支払った人には所得税およ
び個人住民税の社会保険料控除の適
用が受けられます。特別徴収（年金
からのお支払い）の場合は年金受給
者本人に、口座振替の場合は納めた
人に社会保険料控除が適用されます。

〈問い合わせ〉保険課

国民健康保険の加入者が、お子さん
を出産したときに支給される出産育児
一時金について、１月から「産科医療
補償制度」が開始されたのに伴い「産
科医療補償制度加入機関」で出産され
た場合は従来の35万円から３万円引き
上げられて38万円を支給することにな
りました。なお、申請時に、「産科医
療補償制度」の対象分娩であることを
証明する押印のある領収証の写しが必
要ですのでご注意ください。
〈問い合わせ〉保険課

税

今年10月から、住民税が公的年金か
ら特別徴収（天引き）されます。
対象者

前年中に公的年金を受け４月１日
（基準日）において老齢基礎年金など
を受給している65歳以上の人。（当該
年度の老齢基礎年金が18万円未満の人
は除く）
徴収方法

公的年金所得以外に給与所得やほか
の所得がある人は、公的年金所得に係
る税額分を公的年金から特別徴収しま
す。また、初年度（21年度）について
は、年金所得に係る年税額の２分の１
を１期２期の２回で普通徴収し、残り
の２分の１を10月・12月・22年2月の
公的年金から特別徴収します。
〈問い合わせ〉税務課

募　　集

日時 ３月15日（日）
午前10時～２時間程度

場所 トレーニングルーム（２階）
内容 トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格 16歳以上の人
定員 15人（先着順）
費用 500円
受付 ３月13日（金）の午後５時まで
服装 運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

村テニス連盟では、第45回講習会を
開催します。
日時 ３月８日（日）～毎週日曜日

各回共午後１時～３時（全６回）
場所 村立テニスコート
定員 20人（先着順）
費用 4,000円
受付 ３月６日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

永山実海　1&03600

平和祈念事業特別基金では、恩給欠
格者、戦後強制抑留者、引揚者の「ご
本人」に、『特別慰労品』を贈呈して
います（ご遺族の人は対象とはなりま
せん）。
「引揚者」は、終戦の日まで引き続
き１年以上外地で生活していて戦後引
き揚げてきた家族全員が対象です。
請求書などは、保健センター内健康
福祉課の窓口にあります。請求期限は
３月31日までです。未請求の人は、早
急に申請してください。
平成19年４月からの特別記念事業と
してすでに特別慰労品を受け取られた
人は、再度の請求はできません。
〈請求・問い合わせ〉

独立行政法人平和祈念事業特別基金
70120（234）933
（月～金の午前９時15分～午後５時
15分　土日祝日休）

保　　険

国民健康保険料・後期高齢者医療保
険料の納付方法を「特別徴収（年金か
らのお支払い）」から「口座振替」に
変更することができます。
これまでのような納付方法を変更す
る場合の条件は廃止されました。
口座振替への変更を希望される人は、

手続き方法・持参するものなどを問い

保険料の納付方法を
「特別徴収」から「口座振替」
に変更できます
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平
成
20
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
21
年
３
月
２
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時30分

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

ひとり親家庭医療助成の
申請を

児童手当
一部自己負担額を軽減します

加入医療保険証の内容に
変更はありませんか

福　　祉

障害者手帳や精神障害者福祉手帳な
どを有している人は、障害者控除また
は特別障害者控除を受けることができ
ます。現在、65歳以上でこれらの手帳
を有していない人でも、介護保険で要
介護認定を受け要介護１以上で認知症
高齢者の日常生活自立度がⅡ以上、ま
たは、障害高齢者の日常生活自立度
（寝たきり度）がＡ以上の人は、所得
税や村府民税の障害者控除を受けるこ
とができます。この障害者控除を受け
るためには、確定申告の際に認定証が
必要ですので役場健康福祉課へ申請し
てください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

児童手当（10月分から１月分）を２
月10日（火）に振り込みます。受給して
いる人は、口座への入金を確認してく
ださい。
支給月額

○３歳未満の児童 一律10,000円
（注）３歳到達後の翌月からは、第１
（注）子・第２子の支給月額は5,000

円となります。
○３歳以上の児童
¡第１子 5,000円
¡第２子 5,000円
¡第３子以降 10,000円
注意事項

住所、受給者、児童数などに変更が
あった場合は、必ず届けてください。
受給者がサラリーマンで、厚生年金な
どに加入している場合、退職や転職を

すると受給資格がなくなることがあり、
後日返還金が生じる場合があります。
このような場合は、引き続き受給でき
るか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

大阪府では、子育て世帯を社会全体
で応援するため、企業などの協賛によ
り、シンボルマークのついた携帯電話
画面などを店舗で提示することで、割
引・特典などのサービスが受けられる
事業を行なっています。

18歳未満の子どもを育てている世帯
の人ならどなたでも登録できます。ま
た、協賛していただける企業・団体も
募集中です。
※登録方法・サービス内容については、
まいど子でもカードホームページを
ご覧ください。（登録無料）

〈問い合わせ〉

大阪府子育て世帯応援事務局
106（6452）6188
ＨＰ（http://www.maidokodemo.jp/）

対象条件

q18歳未満の児童および18歳に達した
日からその日以降最初の３月31日ま
での間にある児童

wqの児童を監護する父または母
e父母のいないqの児童を養育する養
育者
（所得制限あり。例：2人世帯　230

万円）
申請に必要なもの

事前に問い合わせてください。

助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉保険課

老人医療証、障がい者医療証、ひと
り親家庭医療証、乳幼児医療証をお持
ちの人で、健康保険証の内容（記号番
号、保険者番号など）が変わったとき
は、必ず届け出してください。
届出に必要なもの

¡健康保険証
¡印鑑
¡医療証
〈問い合わせ〉保険課

老人医療（一部負担金相当額等一部
助成）医療証、障がい者医療証、ひと
り親家庭医療証、乳幼児医療証をお持
ちの人は、１医療機関あたり１日につ
き最大500円（月２日を限度、入通院・
歯科別）を医療機関の窓口でお支払い
いただいておりますが、平成18年７月
診療分から１カ月の間に医療機関に支
払った一部自己負担額が、『2,500円』
を超えて支払った分は、お返しします。
なお、領収書がないとお返しできませ
ん。医療機関で一部自己負担額を支払
ったときは、必ず領収書などを受け取
ってください。
申請に必要なもの

¡１カ月の間に医療機関の窓口で支払
った額のわかるもの（領収書など）

¡印鑑
¡振込先がわかるもの

高齢者の障害者控除
対象者認定申請

まいど子でもカード
～子育て世帯を応援します！～
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相 　 　 談
２月５日（木）・19日（木）
３月５日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

２月５日（木）
３月５日（木）児　　童

２月19日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

２月３日（火）
６日（金）・10日（火）
13日（金）・17日（火）
20日（金）・24日（火）
27日（金）
３月３日（火）

２月19日（木）

２月25日（水）

２月18日（水）予定

２月26日（木）予定

２月27日（金）予定

２月12日（木）
26日（木）

２月４日（水）
３月４日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,462人（＋６）

男　　3,069人（＋１）

女　　3,393人（＋５）

世帯数　2,356戸（＋３）

12月末日現在、（ ）は対前月比

★★ ★★
季節の自然工作 ～おひなさま～

ちはや園地でひろった木の実や小枝でおひなさまを作ろう
日　時 2月11日（水）午後1時～2時30分
定　員 15人
費　用 300円
服　装 防寒着、作業しやすく汚れても良い服装
〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1 0056

金剛山　樹氷まつり ～2月1日～

金剛山に美しい樹氷の花が咲くこの季節、毎年恒例の樹氷まつりが行わ
れます。
雪の金剛山で、冬の1日を満喫してみませんか。

¡ちはや星と自然のミュージアムにて
ガイドウォーク
午前11時～午後1時　樹氷と雪の結晶観察（雪がない時は、中止）

雪の結晶クラフト
午前11時～午後3時

¡ちはや園地ログハウス休憩所にてお楽しみ抽選会
午前9時30分～（当日のロープウェイ乗車券をお持ちの人）
ふるまい豚汁　先着1,000人

〈問い合わせ〉¡ちはや星と自然のミュージアム　1 0056
〈問い合わせ〉¡香楠荘　1 0321

○ 74

○ 74

○ 74

黒栂谷渓流保全事業が完了しました
砂防事業として大阪府が実施していました大和川水系黒栂谷渓流保全事

業（千早地内）が本年度完了しました。
総事業費 12億7千万円
事業期間 昭和63年度から平成20年度まで
工事延長 総延長570ｍ

「緑の砂防ゾーン創出事業」
延長170ｍ
「渓流保全事業」
延長400ｍ

〈問い合わせ〉建設課


